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激動の経済環境のなか 顧客との信頼で力強く展開する金融機関経営

地域共創ネットワーク
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Ⅰ．今般の金融危機の本質

・ 「貸したら逃げる融資」「持たざる金融」の行きつく先
・ 銀行のＲＯＥは高ければ高いほどよいのか
・ 「リスクに見合った金利」は正しいのか

Ⅱ．金融の本質をいま一度考える

・ 日米の金融構造の比較
・ 金融機関に期待される役割

Ⅲ．リレーションシップ・バンキングの原点と展開

・ 中長期的視点と経営支援力
・ 「顧客経営の見える化」への知的資産経営評価の活用
・ 金融機関としての顧客ポートフォリオの全体把握

Ⅳ．金融機関経営にいま問われること

・ 現実もみすえたリレバン経営戦略
・ 金融機関自身の知的資産経営
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○ 今般の米国発の「投資銀行」金融危機の本質とは
－ 米国の「稼ぐ以上に使う症候群」
－ 融資の文化（相対の世界）と運用の文化（市場の世界）
－ 手放してはいけないものを手放した、「貸したら逃げる」

○ 銀行のＲＯＥ（株主資本利益率）は、本当に高ければ高いほど
よいのか

－ 金融は経済の主役なのか、脇役なのか

○ 「リスクに見合った金利」は、はたして正しいのか
－ 風邪をひいたら、もっと働けというのか、食事も減らすのか
－ 債務者を選べる存在と、選べない存在
－ 事業支援者としての金融機関

ＪＩフォーラム（平成２０年１１月）
金融の“浮き足立ち症候群”への処方箋
－金融の原点から、世界の金融を考える－

ＪＩフォーラム（平成２０年１１月）
金融の“浮き足立ち症候群”への処方箋
－金融の原点から、世界の金融を考える－

今般の金融危機の本質
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金融部門の資産残高の業態別内訳金融部門の資産残高の業態別内訳

日本 米国

（日本銀行「金融システムレポート ２００８年９月号」）

金融の本質をいま一度考える



金融機関のバランスシートを考える

融資

投資銀行

資金運用
資本

預金等

預り資産投信・信託
運用運用

投資投資

運用運用

個人の総合資産管理サービス

融資を創造する
投資

融資を支える運用

預金の質

資本の質

日本独特
の時間軸

融資の文化

投資の文化

運用の文化
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地域金融機関に期待される、地域企業の経営パートナとしての役割

－ 今まさに問われる、中長期的視点と経営支援力－

高成長期

低成長期

マイナス成長

経営環境の

劇的変化

短期的視点 中長期的視点

②事業支援
製品・サービスの特徴
取引先・仕入先把握

販売チャネル拡大
ビジネスマッチング

①

融

資

支

援

②

事

業

支

援

③

経

営

支

援

①融資支援
事業計画・財務状態・資金流れ

仕振り

担保価値確認・確保
リスクマネジメント

③経営支援
経営の成熟度・品質

（経営の舵取り：成果を上げる手順）

『顧客経営の見える化』
（知的資産経営評価に関する情報）

事業計画・経営改善計画

戦略

事業計画

財務業績

競争優位の源泉

知的資産＝経営資源

ﾊﾟｰﾄﾅｰ

顧客

業務ﾌﾟﾛｾｽ

ブランド
（知名度・評判）

経営者

従業員

知的財産

組織風土

経営ﾌﾟﾛｾｽ

『見える化』

（果実）

（幹）

（根）

地域金融リレバン力強化研究会事務局
［事務局：知的資産マネジメント支援機構］
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－地域の情報集積を活用した持続可能なビジネスモデルの確立を－
（平成１９年４月５日 金融審議会 金融分科会第二部会）

長期的な
取引関係

得られた
情報

質の高い
対面交渉等

早い時点で経営改善に取り組む

中小企業における貸出機能を強化

ライフサイクルに応じた取引先企業の支援

事業価値を見極める融資手法、中小企業に適した資金供給手法

地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献

モニタリング・コスト 「定価販売」
利用者ニーズに応じた
付加価値あるサービス

顧客や地域の
ニーズを的確に

把握
「選択と集中」＝ ＋

地域密着型金融の本質
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今般の金融検査マニュアル別冊等の改定
（平成２０年１１月７日）

○地域企業とのコミュニケーション力
○経営実態と事業価値の把握力
○事業計画・経営改善計画の策定支援力

金融機関に
求められるもの
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関係資産

（企業と外部の
関係が生む価値）

人的資産

（人が生む価値）

組織資産

（会社組織自体
が生む価値）

ビジネス
モデル

・外部競争

・経営陣
・従業員

・ブランド（評判・知名度）
・顧客
・ネットワーク・パートナー

・知的財産
・業務プロセス
・経営プロセス
・組織風土

知的資産の全体像

地域金融リレバン力強化研究会事務局

［事務局：知的資産マネジメント支援機構］
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『顧客経営（知的資産：経営資源）の見える化』と検査マニュアル/監督指針との関係

戦略

事業計画

財務業績

競争優位の源泉

知的資産＝経営資源

ﾊﾟｰﾄﾅｰ

顧客

業務ﾌﾟﾛｾｽ

ブランド

経営者

従業員

知財

風土

経営ﾌﾟﾛｾｽ

『見える化』

無形資産：知的資産（経営資源）の強化・蓄積

事業モデル

財務業績

対外関係の強化

組織力の強化

人材力の向上

投資成果

有形資産投下

ﾛ
L

Y

経営実態
の把握

事業価値
の把握

顧客力
パートナー力

技術力

営業・販売力

生産力

経営力

金：予算 土地・工場・設備
ｺ

製品・サービス

担保価値の

把握（確保）

《検査マニュアル・監督指針》

将来キャッシュフロー

の見える化

３

＜競争優位の源泉＞
・無形資産
・知的資産
の見える化

２

・有形資産
・財務資産
の見える化

１

o

ﾍ
ｭ
ｻi
o
cE

ﾆ
x

ﾍ

j

Z

ﾍ
ｭ
ｻ

＜検査マニュアルの視点＞＜知的資産経営（経営資源）の視点＞

＝

＝

＝

関係

資産

組織

資産

人的

資産
・仕掛品と

その関係の
の見える化

関係性
の把握

ﾟ
x
ﾉ
S
ﾛ
ﾉ
ﾋ
ｶ
ｵ
ﾈ
｢
Z

リレバン型ＡＢＬ

経営実態・事業価値の形成過程

地域金融リレバン力強化研究会事務局

［事務局：知的資産マネジメント支援機構］
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財務的な成果はまだ薄いが、
今後の成長が期待できる企業

zハンズオン支援を通じて将来の優良な
取引先へと育てることが重要

⇒経営情報やセミナー等の紹介

⇒財務的なアドバイス
⇒ビジネス・マッチング（顧客・販路紹介）

知的資産も財務資産も
枯渇しつつある企業

z残った優れた知的資産（例えば技術やノウハウ）を活か
す、前向きな事業再編などに 着手することが重要

⇒M&Aのサポート

⇒事業承継のサポート

財務的にも優良、かつ将来の
成長性が期待できる企業

z共有度を高め、提案による関係深化が重要

⇒事業展開への積極的関与

⇒資金ニーズへの柔軟多様なコミット

企業として有する資産を
活かしきれていない企業

z新技術導入や新顧客獲得への展開、経営管理の刷新
等が不十分な面があり、既存の資産を活用する方策の

提案が重要

⇒新たな事業展開の助言と実行支援

⇒新たな経営手法の紹介と実行支援

① 次世代育成領域

m
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Y
o
c
f
f
ﾌ

ﾊ

X
R
A

X
R
A

高スコア低スコア 財務格付け結果

② 積極展開領域

④経営再構築領域 ③知的資産強化領域

地域金融リレバン力強化研究会事務局

地域金融機関としての関与先企業ポートフォリオの全体把握
－財務格付けと知的資産診断の双方を踏まえた企業のライフサイクル－

［事務局：知的資産マネジメント支援機構］
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役務益

+10 -4 +2 -4 +1 +5

営業経費

回収率

利益

資金利益

デフォルト損失

デフォルト損失を減少

させるリレバン

回収率を増加

させるリレバン

役務益を増加

させるリレバン

営業経費の

管理の適正化

資金利益を増加

させるリレバン

経営陣に求められるリレバン経営戦略

軸を定めた全体最適な方針の打ち出し 企業のライフサイクルを見すえた対応

地域金融リレバン力強化研究会事務局
［事務局：知的資産マネジメント支援機構］
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地域金融機関のリレバン経営力

収益の強化

意思決定と
リーダーシップ

リレバン業務プロセス
の構築戦略

リレバン管理情報の
コックピット化

外部資源
支援ネットワークの確立

営業店マネジメント
・サポート

タイムリーな本部支援

人的資源

経営診断能力
コミュニケーション能力の養成

内部プロセス

業務の標準化・効率化

取引先企業
情報・知識の共有と活用

「顧客情報の見える化」

預貸率改善

顧客基盤・融資基盤の拡大向上

成長企業支援

貸倒損失抑制

信用格付の改善

経営再構築支援

地域金融リレバン力強化研究会事務局
［事務局：知的資産マネジメント支援機構］
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《 代表取締役 坂本忠弘 略歴 》

財務省・金融庁での経験を活かして、地域共創ネットワーク株式会社を設立。地域金融機関の新たな
融資・投資のソリューションの提供、地域資源を活かした事業活動の支援等に取り組む。

知的資産マネジメント支援機構 社外取締役 地域財オークション会議（ＮＰＯ） 理事長 等

奈良県出身。東京大学法学部卒。
大蔵省入省後、財務省主計局、証券取引等監視委員会、金融庁監督局、金融担当副大臣秘書官等
を歴任。
副大臣秘書官の際には、地域金融・中小企業金融の新たな動きの研究会も担当。

◆ 経済産業省「知的資産経営評価融資研究会」委員
◆ 経済産業研究所「我が国のリスク資金供給の現状と政策課題」研究会メンバー
◆ 環境省「環境金融・環境情報開示」普及促進委員会メンバー

◆ 中小企業庁地域力連携支援事業「企業経営の見える化」コーディネーター （０８年）
◆ 中小企業基盤整備機構「再チャレンジ金融支援調査」 （０７年、ファンド関連部分を担当）

◆ 地域金融リレバン力強化フォーラム 「いま求められる、『顧客経営の見える化』力」 （知的資産マネジメント支援機構）

◆ 地域金融経営懇談会、地域価値金融創造研究会等
◆ 地方銀行協会、金融財政事情研究会、横浜企業経営支援財団等での講演等

■ 地域共創ネットワーク株式会社
〒101-0052 東京都千代田区神田小川町3-7-13 ヴァンサンクビル9F
【問合せ先】TEL：03-5856-9515 FAX：03-5856-2324
HP:http://www.kyou-sou.net e-mail:sakamoto@kyou-sou.net

■ 知的資産マネジメント支援機構株式会社
住所：同左
【問合せ先】TEL/FAX：03-5281-7030
HP:http://www.iconnect.jp

【アクセス】


